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国 住 指 第 5876号

平成 14年 5月 31日

吉野石青株式会社

代表取締役社長 須 藤永一郎 様

国土交通大臣 林 寛 子

下記の構造方法又は建築材料については、建築基準法第 68条の 26第 1項 (同法 88条第

1項において準用する場合を含む。)の 規定に基づき、同法第 2条第七号の二並びに同法施

行令第 107条の 2第一号及び第二号 (問仕切壁 (耐力壁):各 45分間)の 規定に適合するも

のであることを認める。
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認定番号

QF045BP―-9014

認定をした構造方法又は建築材料の名称

両面ボー ド用原紙張せっこう板両面重張/グ ラスウール充てん/木 製軸組造問

仕切壁

認定をした構造方法又は建築材料の内容

別添の通 り
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(別添)

認 定 番 号 QF045BP―-9014 認定年月日 :平成 14年 5月 31日

品  目  名 両面ボー ド用原紙張せっこう板両面

重張/グ ラスウール充てん/木 製軸

組造間仕切壁

申請者名 :吉 野  石  青  llAl

東京都千代 田区丸の内

3‐3‐1(新 東京ビル内)
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1 部 分、防火性能の区分 木 造下地準耐火構造 間 仕切壁
2 試 療機関名 働 ベターリビング 受 託番号 第 930850号

3 構 造説明図 (単位 Π研)

枠組壁工法

① グ ラスウール等を充填する場合

透視図

頭つな ぎ 上枠 38～ 89× 64～286

えて枠 38～ 89×64～286

グラスウール又はロックゥール

釘又は、ステープル

釘的一‐キ‐両面ボー せつこう板用原紙振ド

】

ｏ

下枠

38-89× 64ヘー286
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垂直断面図

共通配置

ダブル配置

千 島配置

せっこう板取付部詳細図

上枠 38～ 89×64～286

両面ポー ド用原紙張せつこう板

グラスウール又はロ ックウール

下枠 38～ 89×64～286

又はロックウール

グラス ウール

又はロ ックウール
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水平断面図

共通配置

千ャ鳥配置

ダブル配置

両面ボー ド用原紙張 せっこう板
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19-32

19～32

両面ポー ド用原紙張せつこう板

19～32

19～32

両面ボー ド用原紙張せつこう板
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グラスウール等を充填しない場合

透視図

頭つなぎ 上枠 38-89× 64-286

たて枠 38～ 89×64～286

釘又は、ステープル

ボ ー

釘
ＧＮ３２
一‐
十
１
雨 原紙張せつ

下枠

38～89×64～286
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垂直断面図

共通配置

ダブル配置

千鳥配置

せっこう板取付部詳ヤ田図

上粋 38～ 89×64～286

両面ボー ド用原紙張せっこう板

下枠 3 8～ 8 9×6 4～2 8 6
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水平断面図

共通配置

千鳥配置

ダブル配置

‐０２

や
ｍ

19～32

両面ポー ド用原紙張せつこう板

両面ボー ド用原紙張せつこう板

19^マ32

19～32

両面ボー ド用原紙張せつこう板
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4材 料 等 説 明

(1 )主 構 成 材 料

① 表 面材

両 面 ポー ド用 原紙 張せ っ こう板 (以下  せ っ こう板 と称す )

規  格

準 不燃  (個 )第  2 8 2 4号

不 燃 (個)第  1 1 4 9 9号

J I S   A   6 0 0 1

寸 法 ( m m )

厚 さ   9  5、  1 2  5  、  1 5、  1 6 (許 容 差 ± 0  5 )

大きさ  最大   1210 ::  ×4500  と8
標準   910 ::  X1820  18

端 部 の 形 状

ス ク エ ア ー         ペ ベ ル          テ ー パ ー

ャ
　
８
”
１４

Ｔ
Ｔ

Ｉ

Ｉ

上

３
　
６

中
１３

Ｔ
＋
―
―
―
―
―
上

島    一

卜
5

か さ 比 重  0 6 3■ 0  0 6

含  水  率  3  0 %以 下

② 下 地 材

枠 組 壁 工 法

技 術 基 準 モ昭 和 57年 建 設 省 告 示 第 56号 、 上 下 枠 、 た て 枠 等  6 4× 3 8 m m以 上

③ グ ラ ス ウ ー ル 、 ロ ッ ク ウ ー ル

グ ラ ス ウ ー ル !不 燃 第 10 3 1号 、 」 I S  A  6 3 0 1、 A  9 5 0 4

( 2 4 K  厚 さ 50 m m以 上 )

ロ ッ ク ウ ー ル t不 燃 第 10 2 2号 、 」 IS  A  6 3 0 1、 A  9 5 0 4

( 3 2 K  厚 さ 50 m m以 上 )

( 2 )霞 1構 成 材 料

①釘

」 IS  A  6 5 0 8

2  3 4 o X 3 1  8 m m ( G N 3 2 )以 上

②タッピンねじ

J I S  B  l 1 2 2  、  B  l 1 2 5に 規 定 す る 防 錆 処 理 した も の 。

3 5 o× 2 5 m m以 上

③ ス テ ー プ ル :防 錆 処 理 した も の 。

幅 4m m以 上 ×長 さ 16 m m以 上

④ 接着剤

酢酸 ピエル系、合成 ゴム系、せ っ こう系又は、同等以上の性能 を有す るもの。
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⑤敷目板

せ っ こ う板 、せ っ こ うポ ー ド、け い酸

(8 0 K以 上 の 高 密 度 品 ) 厚 さ 5

⑥ 目地等処理材

」 IS  A  6 9 1 4に 適 合 す る も

④充填材

(イ )ジ ョイ ン トコ ンパ ウ ン ド

(口 )ロ ッ ク ウ ー ル モ ル タ ル

カ ル シ ウ ム 板 、グ ラ ス ウ ー ル 板 ・ロ ッ ク ウ ー ル 板

担al以上 ×幅 4 01Ⅷ 以 上

の 又 は 、 同 等 以 上 の 性 能 を 有 す る も の 。

せ っ こ う 系 、 炭 酸 カ ル シ ウ ム 系

不 燃 第 10 2 3号

ロ ッ ク ウ ー ル 6 0～ 8 5 %、 セ メ ン ト 1 5～ 4 0 %

密 度  0  2 g / c n 3以 上

不 燃 第 1 0 2 2号 、」 I S  A  9 5 0 4

比 垣富    0    1 0 - 0    1 6

充 填 密 度  1  5  0 k g / m 3

ア ク リル 系 、 ウ レ タ ン 系 、 ポ リサ ル フ ァ イ ド系 、

シ リ コ ン 系 、 酢 酸 ビ ニ ル 系

(ハ )ロ ッ ク ワ ー ル

(二)シ ー リング材

5標 準 仕 様 (施 工 仕様 )

( 1 )墨 出 し

問 仕 切 壁 を設 置 す る 所 定 の 位 置 に、 墨 出 し を行 う。

(2 )た て 枠 の 取 付 け

あ らか じめ 現 場 の 寸 法 に 合 わ せ て 切 断 され た た て 枠 を 千 鳥 配 置 の 場 合 は 3 0  3 m m

以 内 の 間 隔 で 、共 通 又 は ダ ブ ル 配 置 の 場 合 は 6 0  6 m m以 内 の 間 隔 で 取 付 け る。ま た 必

要 に応 じて こ ろ び 止 め 等 の 補 強 を設 け る もの とす る。

(3 )敷 目板 の 取 付 け

敷 目板 を 使 用 す る場 合 は あ らか じ め 幅 約 4 0 m mに 切 断 した 敷 目板 を た て 枠 に仮 留

め す る。

(4 )下 張 せ っ こ う板 の 取 付 け

下 張 せ っ こ う板 は 、 縦 又 は 横 張 に して 、 CN 3 2以 上 の 釘 又 は 3 5 o× 2 5 m m

以 上 の タ ッ ピ ンね じで 、周 辺 部 約 15 0 m m中 間部 約 20 0 m m以 内 に 、固定 して 取

付 け る。

(5 )グ ラ ス ウ ー ル 等 の 充 填

グ ラス ウ ー ル 等 を充 填 す る 場 合 は 、片 面 の 下 張 せ っ こ う板 の取 付 け後 、中 空 部 に グ

ラ ス ウ ー ル 等 を充 填 し、 反 対 側 の 下 張 せ っ こ う板 を取 付 け る。

(6 )上 張 せ っ こ う板 の 取 付 け

上 張 せ っ こ う板 は 、縦 又 は 槙 張 に して 、下 張 せ っ こ う板 と 目地 部 が 重 な らな い よ う

に して 、 GN 4 0以 上 の 釘 又 は 3 5φ X 3 2 m m以 上 の タ ッ ピ ンね じで 、約 20 0

m m以 内 の 間 隔 に 留 付 け る 。

ステー プル のみで 留付 け る場合 は、接 着剤 を点付 け しステー プルで留付 ける。

ステー プル の留付 間 隔 は約 300 m m以 内 とす る。

(7)目 地 部及 び取 合 い部等 の処 理

(イ )目 地 部 を化粧 目地 とす る場合 は隙間の 出な いよ うに突付張 りのまま とす る。

(口 )大 壁 にす る場合 は、 目地部 を 目地等処理材 にて平滑 に仕上 げる。
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(ハ )釘 、 タ ッ ピ ンね じ、 ス テ ー プル な どの 留 付 部 は 、 日地 等 処 理 材 にて 平 消 に 仕 上

げ る 。

(二 )取 合 部 は 隙 間 の な い よ う に充 填 材 に て 充 填 す る。

(ホ )伸 縮 可 動 を 目的 と した 目地 及 び 取 合 部 に は 、 充 填 材 (ロッ ク ウ ー ル 等 )を 15 0

k g / m 3程 度 に 隙 間 の 無 い よ う に充 墳 す る。

(8 )表 面 仕 上 げ

目地 処 理 等 の 表 面 処 理 終 了後 、防 火 上 支 障 の な い塗 装 、 ク ロス 張 、吹 付 け等 に て 仕

上 げ る 。

6 留 意 事 項

(1 )せ っ こ う板 は 、 雨 、 湿 気 等 の 影 響 を う け な い よ う に平 坦 な 場 所 に保 管 す る。

(2 )せ っ こ う板 は 、角 や 接 着 面 に 過 度 の 衝 率 を与 え た り、表 面 に傷 をつ けな い よ う に運 搬 、

施 工 す る 。

7 付 帯 条 件 な し

8 注 意 事 項

当 該 認 定 書 に お い て 、 「建 築 基 準 法 の 一
部 を改 正 す る法 律 」 (平 成 10年 法 律 第 10 0号 )

に よ る 改 正 前 の 建 築 基 準 法 の 規 定 に よ る建 設 大 臣 の 認 定 仕様 が あ る場 合 は 、平 成 14年 6月

1日 以 降 は 「建 築 基 準 法 の 一 部 を 改 正 す る法 律 」 (平 成 10年 法 律 第 10 0号 )に よ る改 正

後 の 建 築 基 準 法 の 規 定 に よ る 当 該 認 定 仕 様 に 係 る 国 土 交 通 大 臣 の 認 定 仕 様 を 用 い る もの と

す る 。
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